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天然物のＳＯ，３１の全合成は，羽を原料として検討中である．こうして，薬理学的に未
だ解明されていないfo1icanthme化合物群の構造活'性相関研究を行うために必要となる様々
な誘導体合成のための原料となるＺ８，２，，３４，３s等を手中にできた．
独自の薬理活'性物質の創造を志向して本研究で得られたmelatonin誘導体の薬理試験は，
現在依頼中である．
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学位論文審査結果の要旨
本論文は、メラトニン、1-ヒドロキシメラトニンおよび関連化合物群の合成と化学反応性について論じて
おり、下記に示す成果を得ている。
１．１－Hydroxymelatonin化合物群の最初の合成とその臭素化に於ける新知見一l-Hydrmqﾉー(1)､1-methoxymelatonin
(2)、１および２のjVb-pivaloyl誘導体（３，４）の効率良い合成法の開拓に成功した。さらにこれら化合
物の臭素化を検討し、１，２の７位の反応性が高まっている事実を見出した。一方、３および４の臭素
化では、７位選択性が消失することも見出し、」Vb-置換基が反応点を支配する－要因であることを発見
した。
２.l-Hydroxytryptamine化合物群の新規求核置換反応の発見－５Bromo-および6-amino-1-hydroxytryptamine
誘導体を用いる求核置換反応を検討し、新規な5fZpyrmlo[2,3列benzoxazole、５BLpyrrolo[2,3列
benzothiazoleおよび8HPyrrolo[3,2-9]benzothiazole誘導体の合成法を開拓した。
３．１－Hydroxymelatonin誘導体の合成と新規反応の開拓-1-Hydroxymelatoninから、oxazine誘導体合成
法を開拓した。また、１－morpholino-1-cyclohexeneとの反応により、３－hydroxy-3HLindole-2-morpholine
誘導体を生成する新規反応を見出すことに成功した。
４．１－Hydroxymelatoninの酸による二量化反応と各種FolicanthineおよびChimonanthine類縁体の合成
法の開拓-1-Hydroxymelatoninの酸による二量化反応を検討し、fOlicanthineおよびchimonanthine骨
格を持った３a,3d-bispyrrolo[2,3-6］indole誘導体群の合成法を確立した。本法を利用し、薬理学的に
未だ解明されていないfblicanthineおよびchimonanthineアルカロイドの構造活性相関研究に必要な、
様々な類縁体合成法の開拓に成功している。
以上のように、本論文は、インドールの化学領域における多くの新しい事実の発見、また新規反応の開拓
について論じており、インドールの化学の進展に寄与している。口頭発表の結果をも踏まえて、論文審査委
員会は、本論文が博士（薬学）論文に値すると判定した。
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